
前年実績から上昇
中小企業の景況見通し
日 本 公 庫 調 査感染症収束に期待

創
業

周
年
迎
え
る
企
業

東
急
な
ど
全
国
に

社
帝国データ
調 査

「
コ
ロ
ナ
影
響
あ
る
」

２
ヵ
月
連
続
６
割
台

帝
国
デ
ー
タ
、企
業
調
査

自
社
の
景
況
判
断

大
、中
堅
が
上
昇
超
内閣府など調査
 ～  月 期
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日
本
政
策
金
融
公
庫
は
こ

の
ほ
ど
、
２
０
２
２
年
の
中

小
企
業
の
景
況
見
通
し
調
査

を
行
っ
た
。
同
年
の
業
況
判

断
Ｄ
Ｉ
は

・
９
と
、

年

（
実
績
、

・
３
）
か
ら
６

・
６
㌽
上
昇
。
経
営
上
の
不

安
要
素
は
「
原
材
料
価
格
、

燃
料
コ
ス
ト
の
高
騰
」
、
期

待
要
素
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
の
収

束
」
に
最
も
多
く
が
回
答
し

て
い
る
。

　
調
査
は

年

月
中
旬
、

三
大
都
市
圏
の
同
公
庫
取
引

先
９
０
０
社
に
実
施
。
こ
の

う
ち
６
２
７
社
が
回
答
し

た
。

　

年
の
業
況
判
断
Ｄ
Ｉ

（
前
年
比
で
改
善
の
企
業
割

合
か
ら
悪
化
の
企
業
割
合
を

引
い
た
値
）
は
前
年
（
マ
イ

ナ
ス

・
２
）
比

・
５
㌽

増
と
大
き
く
上
昇
。
年
は
、

さ
ら
に
上
昇
す
る
見
通
し

だ
。

　
見
通
し
Ｄ
Ｉ
を
６
の
需
要

分
野
別
で
見
る
と
、
食
生
活

関
連
、
衣
生
活
関
連
、
建
設

関
連
、
設
備
投
資
関
連
で
上

昇
。
乗
用
車
関
連
、
電
機
・

電
子
関
連
で
低
下
。

　

年
の
業
況
が
改
善
と
判

断
し
た
要
因
を
見
る
と
（
三

つ
ま
で
の
複
数
回
答
）
、

「
国
内
需
要
の
動
向
」
が


・
５
％
と
最
も
高
か
っ
た
。

次
い
で「
海
外
経
済
の
動
向
」

（

・
２
％
）
、
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
」
（

・
７
％
）
な
ど
。

　
悪
化
と
判
断
し
た
要
因

（
同
）
は
「
国
内
需
要
の
動

向
」
（

・
１
％
）
、
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
」
（

・
５
％
）
、

「
主
要
原
材
料
等
の
仕
入
れ

価
格
の
動
向
」（

・
２
％
）

な
ど
。

　

年
に
向
け
て
の
不
安
要

素
は
（
同
）
、
「
原
材
料
価

格
、
燃
料
コ
ス
ト
の
高
騰
」

が

・
４
％
と
、
「
国
内
の

消
費
低
迷
、
販
売
不
振
」

（

・
３
％
）を
上
回
っ
た
。

以
下
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
」
（


・
０
％
）、「
人
材
の
不
足
、

育
成
難
」
（

・
０
％
）
、

「
海
外
経
済
の
減
速
に
よ
る

輸
出
減
少
」
（

・
５
％
）

な
ど
。

　
業
況
改
善
に
向
け
て

年

に
期
待
す
る
要
素
は
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
の
収
束
」（

・
１
％
）

が
お
よ
そ
半
数
を
占
め
た
。

以
下
、
「
原
油
価
格
の
下
落

に
よ
る
コ
ス
ト
低
下
」
（


・
０
％
）
、
「
海
外
景
気
の

回
復
に
よ
る
外
需
の
増
加
」

（
９
・
７
％
）
、
「
政
府
・

地
方
公
共
団
体
等
に
よ
る
各

種
政
策
・
予
算
の
執
行
」

（
７
・
５
％
）
が
続
い
た
。

　
２
０
２
２
年
に
創
業
１
０

０
周
年
を
迎
え
る
企
業
は
全

国
に
１
０
６
５
社
―
。
帝
国

デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
こ
の
ほ
ど

行
っ
た
「
周
年
記
念
企
業
調

査
」
で
判
明
し
た
。
東
急
、

フ
ジ
パ
ン
、
福
島
銀
行
な
ど

の
企
業
が
名
を
連
ね
て
い

る
。

　
１
０
０
年
前
の
１
９
２
２

年
（
大
正

年
）
は
第
１
次

世
界
大
戦
終
結
に
伴
い
、
自

由
と
平
和
の
協
調
を
目
的
に

平
和
記
念
東
京
博
覧
会
が
開

催
。
国
際
情
勢
で
は
オ
ス
マ

ン
帝
国
の
滅
亡
や
ソ
ビ
エ
ト

連
邦
の
設
立
な
ど
の
出
来
事

が
あ
っ
た
。

　
東
急
（
東
京
都
渋
谷
区
）

は
東
急
グ
ル
ー
プ
の
事
業
持

ち
株
会
社
で
あ
る
と
と
も
に

不
動
産
事
業
を
手
掛
け
る
。

フ
ジ
パ
ン
（
名
古
屋
市
）
は

パ
ン
製
造
業
で
、「
本
仕
込
」

「
ネ
オ
バ
タ
ー
ロ
ー
ル
」
な

ど
の
ヒ
ッ
ト
商
品
を
製
造
。

福
島
銀
行
（
福
島
市
）
は
現

い
わ
き
市
で
発
足
し
、
福
島

県
経
済
の
発
展
を
支
え
て
き

た
第
２
地
方
銀
行
。

　
こ
の
ほ
か

周
年
企
業
は

大
手
ス
ポ
ー
ツ
用
品
小
売
店

「
ス
ポ
ー
ツ
デ
ポ
」
な
ど
を

運
営
す
る
ア
ル
ペ
ン
（
名
古

屋
市
）
。
京
都
市
の
仏
壇
仏

具
製
造
・
販
売
会
社
、
吉
田

源
之
丞
老
舗
は
１
５
７
２
年

の
創
業
で
、
４
５
０
周
年
を

迎
え
る
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
は
こ

の
ほ
ど
、
全
国
の
企
業
に
毎

月
行
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
調

査
の
２
０
２
１
年

月
分
を

公
表
し
た
。
「
マ
イ
ナ
ス
の

影
響
が
あ
る
」
と
回
答
し
た

企
業
割
合
は

・
６
％
と
、

２
カ
月
連
続
で
６
割
台
と
な

っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

を
最
も
受
け
た

年
４
月
の


・
８
％
か
ら

㌽
以
上
好

転
し
て
い
る
。

　

年
４
月
と
比
較
し
て


㌽
以
上
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が

弱
ま
っ
た
主
な
業
種
は
、
テ

レ
ワ
ー
ク
の
拡
大
で
パ
ソ
コ

ン
や
周
辺
機
器
の
販
売
好
調

が
続
い
た
「
家
電
・
情
報
機

器
小
売
」（

・
４
㌽
減
の


・
４
％
）
を
は
じ
め
、
「
鉄

鋼
・
非
鉄
・
鉱
業
製
品
卸
売
」

（

・
７
㌽
減
の

・
５
％
）、

「
放
送
」
（

・
２
㌽
減
の


・
６
％
）
な
ど
。

　
こ
の
ほ
か
「
プ
ラ
ス
の
影

響
が
あ
る
」
が
３
・
９
％
、

「
影
響
は
な
い
」
が

・
７

％
。
合
計
し
た

・
６
％
、

約
３
割
の
企
業
で
「
悪
影
響

が
な
い
」
結
果
と
な
っ
て
い

る
。

　
内
閣
府
と
財
務
省
は
こ
の

ほ
ど
、
法
人
企
業
景
気
予
測

調
査
の
２
０
２
１
年

～


月
期
調
査
の
結
果
を
公
表
し

た
。
同
期
の
自
社
の
景
況
判

断
Ｂ
Ｓ
Ｉ
（
前
期
比
で
上
昇

の
企
業
割
合
か
ら
下
降
の
企

業
割
合
を
引
い
た
値
）
は
、

大
企
業
と
中
堅
企
業
が
上
昇

超
、
中
小
企
業
が
下
降
超
と

な
っ
た
。
来
期
（

年
１
～

３
月
）
も
中
小
企
業
の
み
下

降
超
の
見
通
し
。

　
大
企
業
が
前
期（
３
・
３
）

を
上
回
る
９
・
６
。
中
堅
企

業
も

・
７
と
、
前
期
（
０

・
２
）
か
ら
上
昇
し
た
。
中

小
企
業
は
マ
イ
ナ
ス
３
・
０
。

前
期
（
マ
イ
ナ
ス

・
０
）

か
ら
上
昇
す
る
も
、
下
降
超

に
と
ど
ま
っ
た
。

　

年
１
～
３
月
期
の
見
通

し
は
、
大
企
業
が
７
・
２
、

中
堅
企
業
が
７
・
８
と
、
引

き
続
き
上
昇
超
。
中
小
企
業

は
マ
イ
ナ
ス
７
・
６
と
下
降

超
に
と
ど
ま
る
。

　
同
年
４
～
６
月
は
、
大
企

業
、
中
堅
企
業
、
中
小
企
業

と
も
に
上
昇
超
の
見
通
し
。


